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                            複数施設研究用 

 

研究課題：急性冠症候群に対する冠動脈インターベンション後の予後に関する

観察研究に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象者は、2006年 1月から 2022年 12月の期間中に当院で急性冠症候群と

診断され心臓カテーテル治療を受けられた方です。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

 心血管病特に冠動脈疾患は本邦の主要な死因の一つであり、高齢化社会において今後

もその増加が予想されます。近年経皮的冠動脈インターベンションが発展し、特に急性

冠症候群の患者さんでは、その恩恵により予後の改善が認められるようになりました。

それと同時に大規模な調査などにおいて、その併存疾患、病変形態、手技の詳細などか

ら予後に関わるものの探求も広く行われてきました。しかしながら、実臨床の現場にお

いては、それら一般的なもの以外にも考慮すべき詳細な因子が数多く存在するのが事実

です。特に近年は高齢化社会や生活背景の多様化などから、より現場で考慮すべきこと

が増加しています。例えば現在様々な分野でフレイル（脆弱さ）などが注目されていま

すが、冠動脈疾患と予後の関連などは十分に明らかになっていません。今後は、元々の

疾患や病変、手技的な背景だけでなく、そういった周辺の要素も考えて患者さんの管理

を構築していくことが重要と考えられます。 

 本研究の目的としては、急性冠症候群に対して冠動脈インターベンションを施行した

患者さんの長期的な予後について、従来のような一般的な因子だけでなく、臨床現場に

関わる詳細な因子を含めた関連を検索することになります。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

 試料・情報：病歴、治療歴、カルテ番号、血液 等 

 

４．外部への試料・情報の提供 

データの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行います。対応表は、当

センターの研究責任者が保管・管理します。 

 

５．研究組織 

名古屋大学大学院医学研究科 循環器内科学 室原豊明 

安城更生病院 循環器内科 植村祐介 

一宮市民病院 循環器内科 志水清和 
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大垣市民病院 循環器内科 森島逸郎 

公立陶生病院 循環器内科 浅野博 

江南厚生病院 循環器内科 高田康信 

豊田厚生病院 循環器内科 篠田政典 

岡崎市民病院 循環器内科 田中寿和 

岐阜県総合医療センター 循環器内科 野田俊之 

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院 循環器内科 吉田幸彦 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

公立陶生病院 循環器内科 

〒489-8642 瀬戸市西追分町 160 

TEL0561-82-5101   FAX 0561-82-9139 

担当者：坂口輝洋 

 

名古屋大学大学院医学系研究科 循環器内科学 

〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町 65 

TEL052-744-2150   FAX 052-744-2138 

担当者：田中哲人 

 

研究責任者： 

公立陶生病院 循環器内科 

副院長  浅野博 

 

研究代表者： 

名古屋大学大学院医学系研究科 循環器内科 

教授  室原豊明 

 

 


